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野田小の運動会が

５月２２日に開催さ

れました。綱引き

競技では、たくさ

んの小さな手から

伝わった強い力が

太い綱をミシッとき

しませていました。

（関連記事は９ページ）

ふんっ！ミシッ

平平成成１１６６年年（（２２００００４４））年年

月月号号
NNoo..３３７７４４6
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２

　

野
田
村
は
五
月
二
十
三
日
（
日
）
に

行
わ
れ
た
「
野
田
村
が
普
代
村
と
合
併

す
る
こ
と
の
賛
否
を
問
う
住
民
投
票
」

で
普
代
村
と
の
合
併
に
つ
い
て
反
対
が

過
半
数
を
上
回
っ
た
こ
と
を
受
け
、
十

八
日
（
金
）
、
久
慈
市
・
山
形
村
任
意

合
併
協
議
会
（
会
長
・
山
内
隆
文
久
慈

市
長
）
へ
参
加
を
申
し
入
れ
、
合
併
の

新
た
な
方
向
性
を
さ
ぐ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　

山
内
会
長
は
こ
れ
を
受
理
し
、
同
協

議
会
で
は
、
一
市
二
村
の
合
併
主
要
項

目
や
事
務
事
業
の
調
整
、
将
来
構
想
な

ど
に
つ
い
て
協
議
し
、
住
民
の
皆
さ
ん

に
提
供
す
る
た
め
の
資
料
づ
く
り
に
取

り
組
み
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
、
同
協
議
会
に
参
加
の
申

し
入
れ
を
す
る
ま
で
の
経
緯
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

　

五
月
二
十
三
日
、
住
民
投
票
が
、
行

わ
れ
即
日
開
票
さ
れ
ま
し
た
。

　

村
内
の
公
民
館
な
ど
九
ヵ
所
の
投
票

所
に
は
、
村
の
将
来
を
選
択
す
る
重
要

な
選
挙
に
参
加
し
よ
う
と
有
権
者
ら
が

列
を
つ
く
り
、
慎
重
に
投
票
し
ま
し
た
。

　

開
票
は
午
後
七
時
か
ら
村
体
育
館
で

行
わ
れ
、
約
三
十
五
分
後
に
安
藤
八
重

子
野
田
村
選
挙
管
理
委
員
長
か
ら
結
果

が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

開
票
の
結
果
は
、
賛
成
千
五
百
十
八

票
、
反
対
千
七
百
三
十
四
票
、
無
効
二

十
八
票
で
し
た
。

　

投
票
率
は
七
八
・
九
二
％
（
男
七

三
・
一
五
％
、
女
八
四
・
三
四
％
）
と

非
常
に
高
く
、
村
民
の
関
心
の
高
さ
を

伺
わ
せ
ま
し
た
。

　

開
票
後
、
役
場
で
行
わ
れ
た
記
者
会

見
の
席
上
で
、
中
川
正
勝
村
長
は
「
普

代
村
と
の
任
意
合
併
協
議
会
は
解
散
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
議
会
に
相
談
し

た
上
で
進
路
を
決
め
た
い
」
と
話
し
ま

し
た
。

　

久
慈
広
域
圏
で
の
合
併
を
求
め
る
会

（
中
野
大
六
代
表
）と
、
野
田
の
将
来
を

考
え
る
女
性
の
会（
葛
巻
照
子
代
表
）が
、

村
に
直
接
請
求
を
し
て
い
た
「
合
併
に

つ
い
て
の
意
思
を
問
う
住
民
投
票
条

例
」
が
、
三
日
（
木
）
村
議
会
に
お
い

て
否
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

村
議
会
で
は
、
議
長
を
除
く
採
決
の

結
果
、
賛
成
三
、
反
対
十
で
否
決
し
閉

会
し
ま
し
た
。

村体育館で即日開票されました村体育館で即日開票されました

普
代
村
と
の
合
併
は
白
紙
に 

　
住
民
投
票
で
反
対
が
上
回
る 

普
代
村
と
の
合
併
は
白
紙
に 

　
住
民
投
票
で
反
対
が
上
回
る 

普
代
村
と
の
合
併
は
白
紙
に 

　
住
民
投
票
で
反
対
が
上
回
る 

久慈市・山形村任意協に参加 
　合併の新たな方向性をさぐる 
久慈市・山形村任意協に参加 
　合併の新たな方向性をさぐる 
久慈市・山形村任意協に参加 
　合併の新たな方向性をさぐる 

　１８日（金）、野田村は住民投票の

結果を受け、久慈市・山形村任協へ

の参加を申し入れました。今後三つ

の自治体は、合併について具体的な

協議を行うことになります。
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野
田
村
・
普
代
村
任
意
合
併
協
議
会

（
中
川
正
勝
会
長
）
は
、
八
日
（
火
）

任
意
協
議
会
を
開
き
、
解
散
す
る
こ
と

を
確
認
し
合
い
ま
し
た
。

　

委
員
三
十
人
中
、
二
十
六
人
が
出
席

し
た
こ
の
会
議
で
は
、
任
意
協
の
解
散

に
つ
い
て
普
代
村
の
委
員
か
ら
は
「
合

併
の
協
定
項
目
に
つ
い
て
、
主
た
る
庁

舎
を
野
田
村
と
し
、
下
閉
伊
郡
か
ら
九

戸
郡
へ
の
編
入
を
了
解
す
る
な
ど
譲
っ

て
き
た
が
、
成
就
で
き
ず
残
念
」
「
法

定
協
か
ら
再
ス
タ
ー
ト
で
き
な
い
か
、

考
え
直
し
て
ほ
し
い
」
な
ど
の
意
見
が

出
さ
れ
ま
し
た
。

　村は８日（水）から１４日（月）
まで、村内の公民館などで懇
談会を開きました。
　そこでは、○１ 住民投票の結
果、○２ 久慈市・山形村任意協
議会に参加し、資料を作成し
てから再度住民へ提供するこ
となど―を説明しました。

協議会で解散を了承協議会で解散を了承

　

投
票
で
き
る
の
は
、
昭
和
五
十
九
年

七
月
十
二
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
で
、

三
月
二
十
三
日
以
前
に
野
田
村
へ
転
入

の
届
け
を
出
し
、
引
き
続
き
村
に
居
住

し
て
い
る
人
な
ど
で
す
。

　

今
回
の
投
票
は
、
次
の
2
種
類
の
投

票
を
行
い
ま
す
。

○１
 

岩
手
県
選
出
議
員
選
挙
―
岩
手
選
出

区
の
候
補
者
名
を
書
い
て
投
票
し
ま
す

○２
 

比
例
代
表
選
出
議
員
選
挙
―
名
簿
に

あ
る
候
補
者
名
を
書
い
て
投
票
し
ま
す

（
政
党
名
も
可
能
）

　

第
二
十
回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
が
、
六
月
二
十

四
日
（
木
）
に
公
示
さ
れ
、
七
月
十
一
日
（
日
）
に

投
票
が
行
わ
れ
ま
す
。
大
切
な
一
票
を
忘
れ
ず
に
投

票
し
ま
し
ょ
う
。

投票日は7月11日 投票日は7月11日 

期
日
前
投
票
と
は
…

　

公
職
選
挙
法
が
改
正
さ
れ
、
従

来
の
不
在
者
投
票
に
代
わ
る
制
度

で
す
。
役
場
で
不
在
者
投
票
を
し

よ
う
と
す
る
人
は
こ
の
制
度
に
移

行
し
ま
す
。

　

従
来
の
不
在
者
投
票
と
は
違
い
、

投
票
用
紙
を
封
筒
に
入
れ
ず
直
接

投
票
箱
に
入
れ
ま
す

　

投
票
日
に
、
仕
事
や
旅
行
な
ど
で
投

票
所
へ
行
け
な
い
人
は
、
期
日
前
投
票

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
期
間
】
六
月
二
十
五
日
〜
七
月
十
日

【
時
間
】
午
前
八
時
三
十
分
〜
午
後
八

時【
場
所
】
村
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
室

（
役
場
一
階
）

　

次
の
人
は
従
来
ど
お
り
、
不
在
者
投

票
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

○１
 

選
挙
日
に
は
二
十
歳
を
迎
え
る
人
で
、

　

投
票
し
よ
う
と
す
る
日
に
未
だ
十
九

　

歳
の
人

○２
 

都
道
府
県
選
挙
管
理
委
員
会
の
指
定

　

す
る
病
院
や
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
に
入

　

院
（
入
所
）
し
て
い
る
人

○３
 

出
張
な
ど
で
村
外
に
滞
在
し
て
い
る

　

人

　

開
票
作
業
は
、
村
体
育
館
で
午
後
八

時
か
ら
行
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
選
挙
の
こ
と
な
ど
に
つ
い

て
、
詳
し
く
は
村
選
挙
管
理
委
員
会
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

村
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

�
7
8
�
2
1
1
1

今後の進路を
１３カ所で説明
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村
と
村
消
防
団
（
藤
森
俊
男
団
長
）
、

村
婦
人
消
防
協
力
隊
（
石
井
陽
子
隊

長
）
が
主
催
す
る
消
防
演
習
が
行
わ
れ
、

団
員
百
五
十
五
人
、
婦
人
消
防
協
力
隊

三
十
人
、
タ
ン
ク
車
、
ポ
ン
プ
車
な
ど

車
両
十
六
台
が
集
ま
り
、
実
践
さ
な
が

ら
の
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　

藤
森
団
長
は
「
演
習
を
通
じ
防
火
、

火
災
予
防
を
呼
び
か
け
た
い
。
五
年
ぶ

り
に
行
う
火
災
防
御
訓
練
で
実
践
的
な

訓
練
、
事
故
の
な
い
よ
う
取
り
組
ん
で

ほ
し
い
」
と
訓
示
し
ま
し
た
。

　

統
監
で
あ
る
中
川
村
長
は
「
日
ご
ろ

の
成
果
を
披
露
し
、
村
民
の
さ
ら
な
る

信
頼
を
得
る
よ
う
奮
闘
し
て
ほ
し
い
。

火
災
予
防
の
対
応
に
も
期
待
し
た
い
」

と
激
励
し
ま
し
た
。

　

五
月
三
十
日
（
日
）
、
山
村
広
場
を
主
会
場
に
消
防
演
習
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

演
習
に
参
加
し
た
団
員
ら
は
日
頃
の
訓
練
の
成
果
を
堂
々
と
披
露
し
、
万
が
一
に

備
え
た
防
災
体
制
を
確
認
し
ま
し
た
。

２６２６メートルの高さからも消火できるポンプ車も出動メートルの高さからも消火できるポンプ車も出動 消化は一撃 ! えいっ消化は一撃 ! えいっ
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団
員
ら
の
功
労
に
対
す
る
村
長
表
彰

や
消
防
団
長
表
彰
、
県
知
事
な
ど
か
ら

の
表
彰
も
披
露
し
ま
し
た
。
表
彰
を
受

け
た
人
た
ち
は
下
記
の
と
お
り
で
す
。

　

人
員
・
機
械
器
具
点
検
や
中
隊
・
小

隊
に
よ
る
規
律
訓
練
の
ほ
か
、
ラ
ッ
パ

隊
に
よ
る
吹
奏
訓
練
、
第
一
分
団
に
よ

る
自
動
車
ポ
ン
プ
、
第
四
分
団
の
小
型

ポ
ン
プ
の
操
作
訓
練
、
協
力
隊
に
よ
る

心
配
蘇
生
法
、
骨
折
の
固
定
法
な
ど
の

応
急
手
当
て
訓
練
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
を
北
区
に
移
し
た
分
列
行
進
で

は
、
新
山
保
育
所
の
園
児
十
二
人
が
先

頭
に
な
り
、
拍
子
木
を
打
ち
鳴
ら
し
な

が
ら
元
気
に
行
進
し
、
大
き
な
声
で
防

火
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

沿
道
に
は
か
わ
い
い
火
消
し

隊
を
カ
メ
ラ
に
お
さ
め
よ
う
と
、

父
兄
ら
が
盛
ん
に
フ
ラ
ッ
シ
ュ

を
た
い
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
演
習
の
目
玉
と
も
い

え
る
、
火
災
防
御
訓
練
で
は
、

見
学
に
訪
れ
た
人
た
ち
が
消
防

署
職
員
や
団
員
ら
の
迅
速
な
行
動
に
感

心
し
て
い
ま
し
た
。

　

訓
練
は
役
場
で
の
火
災
を
想
定
し
た

も
の
で
、
逃
げ
遅
れ
た
作
業
員
二
人
を

は
し
ご
車
に
よ
り
役
場
の
三
階
か
ら
救

助
し
、
救
急
車
で
搬
送
し
ま
し
た
。

　

応
援
の
た
め
各
分
団
の
ポ
ン
プ
車
も

出
動
し
、
役
場
へ
向
け
て
一
斉
に
放
水

し
、
大
規
模
な
訓
練
を
終
え
ま
し
た
。

　

村
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
た
め
団

員
や
協
力
隊
は
日
々
訓
練
を
重
ね
て
い

る
た
め
、
私
た
ち
は
安
心
し
て
生
活
を

送
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

村
の
安
心
を
支
え
る
地
域
の
力
に
感

謝
し
た
い
で
す
ね
。

火の用～心♪カチカチ火の用～心♪カチカチ

�
村
長
表
彰

〈
功
労
章
〉
○４
 

部
長
・
金
子
正
明
、
○７
 

部
長

・
岩
岡
新
一

〈
功
績
章
〉
○２
 

副
分
団
長
・
門
間
孝
正
、
○５
 

副
分
団
長
・
大
沢
輝
夫
、
○本
 

部
長
・
小
田
孝

一
、
○２
 

部
長
・
沢
里
光
昭
、
同
・
新
山
友
克
、

同
班
長
・
小
谷
地
公
平
、
○６
 

班
長
・
中
村
賢

治
、
○４
 

団
員
・
橋
場
幸
貴
、
○６
 

団
員
・
柳
幸

幸
和

〈
感
謝
状
〉
元 
○３
 

部
長
・
大
平
悟
郎

◆
村
消
防
団
長
表
彰

〈
功
績
章
〉
○６
 

班
長
・
栃
木
雄
二
、
○３
 

団
員

・
広
内
満
、
○３
 

団
員
・
下
田
浩
美
、
○６
 

団
員

・
畑
村
勇
、
○８
 

団
員
・
前
川
満

〈
精
錬
章
〉
○５
 

団
員
・
小
野
寺
勝
彦
、
○６
 

団

員
・
畑
村
一
也

〈
勤
続
章
〉

（
五
年
勤
続
）
○５
 

団
員
・
小
野
寺
勝
彦
、
○６
 

団
員
・
畑
村
一
也
、
○７
 

団
員
・
大
澤
忠
久
、

同
・
坂
本
正
生

（
十
年
勤
続
）
○６
 

班
長
・
栃
木
雄
二
○２
 

団
員

・
小
谷
地
栄
喜
、
同
・
田
中
定
和
、
○３
 

団
員

・
広
内
満
、
同
・
下
田
浩
美
、
○６
 

団
員
・
畑

村
勇

（
十
五
年
勤
続
）
○３
 

班
長
・
大
沢
仁
、
○４
 

班

長
・
佐
々
木
勝
由
、
○５
 

班
長
・
小
野
寺
栄
一
、

○７
 

班
長
・
晴
山
浩
喜
、
同
・
松
場
光
行
、
○７
 

団
員
・
北
田
秀
利

（
二
十
年
勤
続
）
○２
 

副
分
団
長
・
門
間
孝
正
、

○５
 

副
分
団
長
・
大
沢
輝
夫
、
○本
 

部
長
・
小
田

孝
一
、
○２
 

部
長
・
沢
里
光
昭
、
同
・
新
山
友

克
、
○２
 

班
長
・
小
谷
地
公
平
、
○３
 

班
長
・
中

居
正
美
、
○３
 

団
員
・
玉
川
均
、
○４
 

団
員
・
橋

場
幸
貴
、
○５
 

団
員
・
貫
牛
利
一

（
二
十
五
年
勤
続
）
○４
 

部
長
・
金
子
正
明

（
三
十
年
勤
続
）
○１
 

副
分
団
長
・
大
沢
欽
弥
、

○３
 

副
分
団
長
・
土
内
徳
一
郎
、
○６
 

副
分
団
長

・
川
土
登
、
○６
 

団
員
・
柳
幸
幸
和

（
三
十
五
年
勤
続
）
○本
 

副
団
長
・
内
野
澤
進
、

○本
 

本
部
長
・
大
沢
政
廣

婦
人
消
防
協
力
隊

〈
功
労
章
〉
○２
 

副
班
長
・
小
林
セ
ツ
子
、
○４
 

隊
員
・
南
川
千
鶴
子
、
○４
 

隊
員
・
日
形
井
く

に
子
、
○５
 

隊
員
・
小
峠
広
美
、
○６
 

隊
員
・
内

野
沢
テ
ル
、
○８
 

隊
員
・
山
形
さ
ち
子

〈
功
績
章
〉
○４
 

班
長
・
岩
崎
江
利
子
、
○６
 

班

長
・
種
綿
サ
ダ
、
○８
 

副
班
長
・
米
田
由
美
子
、

○４
 

隊
員
・
玉
川
あ
い
子

◆
県
消
防
協
会
久
慈
地
区
支
部
長
表
彰

〈
竿
頭
綬
〉
野
田
村
消
防
団
○８
 

〈
功
労
章
〉
○２
 

分
団
長
・
�
山
清
一
、
○７
 

副

分
団
長
・
岩
岡
吉
比
古
、
○８
 

副
分
団
長
・
藤

森
俊
勝

〈
功
績
章
〉
○本
 

副
分
団
長
・
道
上
文
明
、
○１
 

部
長
・
田
中
正
勝
、
○２
 

部
長
・
新
山
友
克
、

○３
 

部
長
・
広
内
学
、
○２
 

班
長
・
小
谷
地
公
平

〈
無
火
災
竿
頭
綬
〉　

野
田
村
消
防
団
○７
 

◆
県
知
事
表
彰
披
露

〈
功
績
章
〉
○４
 

分
団
長
・
中
川
栄
司

◆
日
本
消
防
協
会
会
長
表
彰
披
露

〈
勤
続
章
〉
○５
 

分
団
長
・
弐
又
功
、
○１
 

副
分

団
長
・
大
沢
欽
弥

◆
県
消
防
協
会
総
裁（
会
長
）表
彰
披
露

〈
功
労
章
〉
○本
 

分
団
長
・
弐
又
文
雄

〈
功
績
章
〉
○４
 

分
団
長
・
中
川
栄
司
、
○７
 

分

団
長
・
新
山
留
七
、
○１
 

副
分
団
長
・
大
沢
欽

弥
、
○３
 

副
分
団
長
・
土
内
徳
一
郎
、
○６
 

副
分

団
長
・
川
土
登

〈
婦
人
消
防
協
力
隊
員
〉
○２
 

班
長
・
沢
里
セ

イ
子

〈
内
助
功
労
者
〉
中
川
ゆ
う
子
○４
 

分
団
長
・

中
川
栄
司
夫
人
、
弐
又
幸
子
○５
 

分
団
長　

弐

又
功
夫
人

表
彰
さ
れ
た
人
た
ち
※
○
数
字
は
分
団
ま
た
は
婦
人
消
防
協
力
隊
の
班
。

○本
は
団
本
部
ま
た
は
隊
本
部
。
（
敬
称
略
）

本番さながらの放水本番さながらの放水
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第
十
五
回
野
田
村
長
杯
争
奪
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
大
会
が
五
月
二
十
九
日
（
土
）

に
村
体
育
館
で
、
村
内
各
地
区
か
ら
八

チ
ー
ム
が
参
加
し
て
開
か
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
あ
い
に
く
の
雨
で
、
会
場
を

体
育
館
に
変
更
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

中
川
村
長
の
始
球
式
で
熱
戦
の
火
ぶ
た

が
切
っ
て
落
と
さ
れ
る
と
、
ど
の
選
手

も
気
合
い
十
分
に
ス
テ
ィ
ッ
ク
を
持
ち
、

慣
れ
な
い
フ
ロ
ア
に
苦
戦
し
な
が
ら
も
、

笑
顔
で
は
つ
ら
つ
と
プ
レ
ー
を
楽
し
ん

で
い
ま
し
た
。

　

予
選
リ
ー
グ
か
ら
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
に
勝
ち
進
ん
だ
四
チ
ー
ム
は
強
豪
揃

い
で
、
選
手
の
緊
張
感
が
伝
わ
り
、
会

場
が
静
ま
り
か
え
る
ほ
ど
の
白
熱
し
た

試
合
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　

優
勝
は
前
回
の
覇
者
、
前
田
小
路
チ

ー
ム
で
、
見
事
二
連
覇
を
飾
り
ま
し
た
。

　

試
合
後
「
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
良
さ
が

勝
利
に
結
び
つ
い
た
。
次
回
ま
で
ま
た

練
習
を
積
み
重
ね
、
大
会
史
上
初
の
三

連
覇
を
目
指
し
た
い
」
と
新
た
な
目
標

を
胸
に
喜
び
を
噛
み
し
め
て
い
ま
し
た
。

慣れない体育館のフロアで、第１ゲートは最大の難関に慣れない体育館のフロアで、第１ゲートは最大の難関に

見事２連覇 ! チームワーク抜群の前田小路見事２連覇 ! チームワーク抜群の前田小路

笑
顔
い
き
い
き 

　は
つ
ら
つ
プ
レ
ー 

笑
顔
い
き
い
き 

　は
つ
ら
つ
プ
レ
ー 

笑
顔
い
き
い
き 

　は
つ
ら
つ
プ
レ
ー 

　

い
き
い
き
ラ
イ
フ
の
『
Ｇ
ｏ
！ 
Ｇ

ｏ
！ 
Ｅ
ｎ
ｇ
ｌ
ｉ
ｓ
ｈ
�
』
が
五
月

十
三
日
（
木
）
に
、
総
合
セ
ン
タ
ー
で

開
か
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
講
座
は
キ
ャ
サ
リ
ン
先
生
を
講

師
に
毎
月
一
回
開
か
れ
、
ゲ
ー
ム
や
料

理
を
し
な
が
ら
、
日
常
使
わ
れ
る
英
語

を
楽
し
く
学
べ
る
英
会
話
教
室
で
す
。

　

第
一
回
は
、
あ
い
さ
つ
や
自
己
紹
介

の
仕
方
な
ど
を
、
ゲ
ー
ム
を
し
な
が
ら

学
び
ま
し
た
。
小
中
学
生
の
参
加
も
あ

り
、
世
代
間
交
流
を
図
る
こ
と
も
で
き

ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
「
楽
し
か
っ
た
。
先
生

と
も
っ
と
英
語
で
話
し
た
い
」
と
勉
強

す
る
意
欲
に
燃
え
て
い
ま
し
た
。

　

五
月
二
十
五
日
（
火
）
に
、
『
染
め

も
の
教
室
』
が
総
合
セ
ン
タ
ー
で
開
か

れ
ま
し
た
。

　

久
慈
市
「
や
ま
せ
み
工
房
」
中
田
悦

子
さ
ん
の
丁
寧
な
指
導
で
、
割
り
ば
し

や
小
豆
を
使
っ
て
模
様
を
作
り
、
桜
の

葉
、
フ
キ
の
葉
、
玉
ね
ぎ
の
皮
を
そ
れ

ぞ
れ
煮
出
し
て
染
め
ま
し
た
。

　

染
め
上
が
り
を
待
つ
間
は
、
先
生
に

質
問
を
し
た
り
、
初
対
面
の
人
と
も
お

し
ゃ
べ
り
を
し
て
、
参
加
者
同
士
楽
し

く
交
流
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
鮮
や
か
な
黄
色
に
染
め

上
が
っ
た
作
品
を
手
に
取
り
、
「
簡
単

な
の
に
と
て
も
き
れ
い
。
家
で
や
っ
て

み
よ
う
」
と
満
足
し
た
様
子
で
し
た
。

楽しく英語を習いたい人にオススメ楽しく英語を習いたい人にオススメ

染め上がりを待つ間も楽しいおしゃべり♪染め上がりを待つ間も楽しいおしゃべり♪
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『キウイ』と『キウイ』が『キウイ』を食べた？？ 

Cat先生の Cat先生の 

　

静
岡
県
・
伊
豆
に
、
あ
る
夫
婦
と
一

匹
の
犬
が
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
だ
ん
な

さ
ん
が
建
て
た
と
い
う
海
を
見
渡
せ
る

丘
に
あ
る
す
ば
ら
し
い
家
へ
、
友
人
エ

マ
と
一
緒
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

到
着
し
た
そ
の
日
の
夜
、
夫
婦
は
小

さ
な
演
奏
会
を
開
い
て
く
れ
ま
し
た
。

奥
さ
ん
は
指
に
二
つ
の
象
牙
を
つ
け
、

弦
が
一
本
し
か
な
い
琴
の
よ
う
な
楽
器

を
演
奏
し
な
が
ら
歌
い
、
だ
ん
な
さ
ん

は
、
彼
が
作
っ
た
と
い
う
陶
器
製
の
フ

ル
ー
ト
を
演
奏
し
て
く
れ
ま
し
た
。
二

人
の
奏
で
る
音
色
に
す
っ
か
り
酔
い
し

れ
た
私
は
、
し
ゃ
べ
る
こ
と
も
考
え
る

こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
後
、

奥
さ
ん
が
琵
琶
を
演
奏
し
、
ま
る
で
宇

宙
に
い
る
よ
う
な
神
秘
的
な
空
間
を
味

わ
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

実
は
そ
の
こ
ろ
、
愛
犬
ア
イ
シ
ャ
は

病
気
で
苦
し
ん
で
い
た
の
で
す
が
、
朝

に
な
る
と
突
然
回
復
し
、
元
気
に
吠
え

だ
し
ま
し
た
。
奥
さ
ん
は
「
二
人
が
来

て
く
れ
た
か
ら
だ
よ
」
と
言
い
ま
し
た

が
、
私
は
あ
の
す
ば
ら
し
い
音
楽
の
お

か
げ
だ
と
思
い
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
私
た
ち
は
、
わ
ら
び
を
取

り
に
行
っ
た
り
、
陶
器
を
作
っ
た
り
、

食
事
を
ご
ち
そ
う
し
て
も
ら
っ
た
り
、

と
て
も
有
意
義
な
日
々
を
過
ご
し
、
ま

る
で
魔
法
を
か
け
ら
れ
た
よ
う
な
、
素

敵
な
気
持
ち
で
伊
豆
を
後
に
し
ま
し
た
。

　

ま
た
一
つ
、
大
切
な
思
い
出
と
出
会

い
が
増
え
ま
し
た
。

小さな演奏会にうっとり

犬を助けた伊豆旅行

　青少年劇場が１０日（木）、野田小学校体育館で開
かれ、小学校３年生以上の児童と中学生が、『混
声四重唱・マーシャル７２７』のみなさんによる演
奏会を鑑賞しました。
　第１部では、日本歌曲や沖縄民謡などが演奏さ
れました。第２部では、中学生に馴染み深い、
『魔王』が演奏され、ピアノ伴奏のすばらしさを
実感していました。
　「となりのトトロ」や「もののけ姫」などの親
しみやすい曲が演奏されると、子どもたちは迫力
のある歌声に圧倒されながらも、楽しそうに聞き
入っていました。

プールで泳ごう!!プールで泳ごう!! 本物のオペラに感動 本物のオペラに感動 本物のオペラに感動 

　村民プールが、１５日（火）にオープンしました。

家族や友だち同士で、どんどんご利用ください。

【利用期間】６月１５日（火）～９月１５日（水）

【時　　間】１０：００～１７：３０

　　　　　　（７月２５日～８月２０日までは２０：００ 

　　　　　　まで延長）

【休　　み】毎週月曜日（祝日の場合は翌日）

【料　　金】小中学生　　１００円

　　　　　　高校生以上　２００円

　　　　　　　　　　★無料開放日★

　　　　　　　　　　　　（毎月第２・４日曜日）

　　　　　　　　　　　６月２３日

　　　　　　　　　　　７月１１日、２５日

　　　　　　　　　　　８月８日、２２日

　　　　　　　　　　　９月１２日、１５日（最終日）

元気になったアイシャに改めて Hello!!元気になったアイシャに改めて Hello!!

アンコールでは SMAP の「世界にひとつだけの花」をアンコールでは SMAP の「世界にひとつだけの花」を
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抜
け
る
よ
う
な
青
空
が
広
が
っ
た
二

日
（
水
）
、
野
田
小
学
校
の
三
年
生
四

十
八
人
が
、
校
舎
の
西
側
に
野
菜
の
苗

を
植
え
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
県
が
主
催
し
た
一
学
校
一
農

園
運
動
推
進
事
業
で
、
レ
タ
ス
や
キ
ャ

ベ
ツ
な
ど
の
苗
を
植
え
、
農
業
を
通
じ

て
豊
か
な
人
間
性
を
育
む
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

　

友
だ
ち
と
協
力
し
て
キ
ャ
ベ
ツ
の
苗

を
植
え
た
種
綿
一
人
く
ん
（
種
綿
）
は

「
一
生
懸
命
お
世
話
す
る
の
で
、
大
き

く
育
っ
て
ほ
し
い
。
肉
と
一
緒
に
食
べ

た
ら
お
い
し
そ
う
」
と
目
を
細
め
て
い

ま
し
た
。

　

児
童
た
ち
は
太
陽
か
ら
降
り
注
ぐ
光

で
暖
め
ら
れ
た
土
の
感
触
を
確
か
め
な

が
ら
、
農
業
へ
の
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

　

テ
レ
ビ
岩
手
が
企
画
し
た
「
ど
こ
か

行
こ
う
よ
」
チ
ャ
レ
ン
ジ
キ
ッ
ズ
コ
ー

ナ
ー
の
大
縄
跳
び
に
、
野
田
剣
友
会
が

挑
戦
し
ま
し
た
。

　

収
録
は
五
月
十
七
日
（
月
）
、
村
体

育
館
で
行
わ
れ
、
父
兄
ら
約
二
十
人
の

応
援
団
が
見
守
る
中
、
小
学
一
年
生
か

ら
小
学
六
年
生
ま
で
の
二
十
人
の
団
員

が
大
縄
跳
び
に
挑
み
、
三
分
間
で
七
十

八
回
と
い
う
素
晴
ら
し
い
記
録
を
樹
立

し
ま
し
た
。

　

練
習
で
確
認
し
た
ポ
イ
ン
ト
は
、
○１
 

高
く
跳
ぶ
○２
 

集
中
す
る
○３
 

縄
を
み
る
―

の
三
点
で
、
縄
を
回
す
人
の
手
を
見
て

集
中
し
て
か
ら
飛
び
始
め
る
と
い
う
作

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
こ
と
ぶ
き
荘

（
上
野
丈
夫
園
長
）
で
、
五
月
二
十
日

（
木
）
に
、
下
畑
チ
ヨ
さ
ん
（
下
明
内
）

の
百
歳
を
祝
う
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

中
川
村
長
は
祝
福
の
言
葉
と
と
も
に
、

の
だ
焼
き
の
お
膳
セ
ッ
ト
や
村
長
直
筆

の
色
紙
を
手
わ
た
し
ま
し
た
。

　

下
畑
さ
ん
は
満
面
の
笑
顔
で
記
念
品

を
受
け
取
り
、
お
祝
い
に
訪
れ
た
家
族

や
五
十
人
の
入
所
者
か
ら
祝
福
を
受
け

て
い
ま
し
た
。

　

百
歳
を
迎
え
た
下
畑
さ
ん
は
、
明
治

三
十
七
年
五
月
二
十
日
に
村
内
で
生
ま

れ
ま
し
た
。
平
成
十
二
年
六
月
に
施
設

に
入
所
し
、
車
イ
ス
を
使
用
し
て
い
ま

す
が
、
趣
味
の
読
書
な
ど
を
し
な
が
ら

元
気
に
毎
日
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

戦
が
功
を
奏
し
、
大
成
功
を
お
さ
め
ま

し
た
。

　

本
番
前
の
黙
想
で
心
を
落
ち
着
か
せ

た
こ
と
も
、
自
己
ベ
ス
ト
に
導
い
た
成

功
の
カ
ギ
で
し
た
ね
。

息を合わせてピョン息を合わせてピョン 偉大な記録バンザ～イ偉大な記録バンザ～イ

家族に囲まれ幸せです家族に囲まれ幸せです

はやく大きな～れはやく大きな～れ
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日
高
路
の
春
の
恒
例
イ
ベ
ン
ト

「
二
〇
〇
四
北
海
道
大
凧
ま
つ

り
」
が
四
月
二
十
四
日
（
土
）
、

二
十
五
日
（
日
）
の
二
日
間
行
わ

れ
、
町
内
外
か

ら
大
勢
の
観
客

が
訪
れ
ま
し
た
。

　

例
年
よ
り
一

週
間
早
く
開
催

し
、
二
年
間
風

が
弱
く
揚
げ
る

こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
百
畳
大

凧
も
、
会
場
の

エ
ン
ル
ム
海
岸

３
年
目
で
悲
願
達
成
!

　
　

百
畳
凧
大
空
に
舞
う

に
登
場
し
、
開
会
式
で
「
今
年
は
絶

対
揚
げ
る
ぞ
！
」
と
気
勢
を
上
げ
ま

し
た
が
、
初
日
は
風
が
な
く
挑
戦
は

し
た
も
の
の
残
念
な
が
ら
失
速
し
て

し
ま
い
ま
し
た
。

　

翌
二
十
五
日
も
風
速
四
〜
五
�
と

凧
揚
げ
に
は
弱
い
風
で
し
た
が
、
幸

運
の
風
が
吹
き
、
三
年
が
か
り
で
挑

戦
し
た
百
畳
凧
（
縦
十
五
�
×
横
十

一
�
、
重
さ
四
百
五
十
�
）
が
つ
い

に
揚
が
り
ま
し
た
。
二
十
三
�
ほ
ど

高
く
上
が
り
、
約
九
十
秒
の
滞
空
で

し
た
が
、
大
成
功
に
関
係
者
は
何
度

も
万
歳
を
し
、
悲
願
達
成
の
喜
び
を

爆
発
さ
せ
て
い
ま
し
た
。

　

さ
ま
に
凧
の
会
の
南
清
副
会
長
は

「
幸
運
の
風
が
吹
い
た
、
み
ん
な
一

生
懸
命
に
凧
を
引
っ
張
っ
た
か
ら
成

功
し
た
」
と
興
奮
気
味
に
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。

　

天
気
予
報
は
曇
り
の
予
想
で
し
た
。

し
か
し
、
小
雨
が
混
じ
る
微
妙
な
天
気

で
迎
え
た
五
月
二
十
二
日
（
土
）
の
朝
、

会
場
と
な
る
野
田
小
学
校
（
児
童
三
百

四
十
二
人
、
菊
池
誠
校
長
）
の
校
庭
に

は
、
開
催
で
き
る
か
ど
う
か
苦
悩
の
表

情
で
腕
を
組
む
役
員
ら
が
集
ま
っ
て
い

ま
し
た
。

　

役
員
ら
は
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
水
を
ス
ポ

ン
ジ
で
取
り
除
く
な
ど
、
懸
命
に
会
場

の
整
備
を
行
い
、
菊
池
校
長
と
道
上
文

明
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
の
決
断
で
決
行
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　

児
童
た
ち
は
時
折
降
り
つ
け
る
冷
た

い
雨
粒
も
も
の
と
も
せ
ず
、
徒
競
走
や

玉
入
れ
な
ど
全
二
十
一
種
目
の
競
技
や

応
援
に
元
気
い
っ
ぱ
い
に
取
り
組
ん
で

い
ま
し
た
。

　

五
・
六
年
生
に
よ
る
騎
馬
戦
で
は
、

大
人
顔
負
け
の
迫
力
あ
る
戦
い
を
見
せ

て
く
れ
ま
し
た
。

　

児
童
た
ち
の
笑
顔
の
裏
に
は
、
役
員

た
ち
の
決
死
の
努
力
が
、
晴
れ
舞
台
を

支
え
て
い
る
ん
で
す
ね
。

それっロケットダッシュ !それっロケットダッシュ !!!

もう前から後ろからもう前から後ろから

赤組がんばれぇー !赤組がんばれぇー !

アポイ岳をバックに１００畳凧が大空を舞った !アポイ岳をバックに１００畳凧が大空を舞った !



広 報 の だ No.３７４

平成１６（２００４）年６月号
１０

（
六
月
投
稿
作
品
）

〜
テ
ー
マ「
水
無
月
」〜

千
古
う
つ
十
府
ヶ
浦
波
こ
の
村
の

　
　
　
　
　

騒
ぎ
も
未
来
も
知
る
べ
く
も
な
し　
　
　

岩
岡　

野
雲

贈
ら
れ
し
名
湯
め
ぐ
り
入
浴
剤

　
　
　
　
　

「 
道 
後
   

」に
若
き
日
の
夢
う
か
べ　
　
　
　
　
　

〃

ど
う 

ご

爽
や
か
に
雨
後
の
風
吹
く
松
林

　
　
　
　
　

カ
ッ
コ
ウ
啼
く
に
し
ば
し
歩
を
や
む　
　

藤
村　

夢
路

夕
暮
れ
て
月
の
懸
れ
る
早
苗
田
に

　
　
　
　
　

鳴
き
は
じ
め
た
る
蛙
そ
こ
此
処　
　
　
　
　
　

〃

懐
か
し
の
歌
手
の
歌
声
胸
に
し
む

　
　
　
　
　

亡
父
の
想
い
と
め
ど
な
く
お
り　
　
　
　

小
野
ミ
ツ
ル

合
併
も
戦
い
す
ん
で
日
が
暮
れ
て

　
　
　
　
　

村
民
意
志
の
大
き
な
政
府　
　
　
　
　
　

大
崎　

宏
月

幾
重
に
も
胡
瓜
の
蔦
は
交
わ
り
て

　
　
　
　
　

手
柴
の
先
え
と
緩
や
か
に
向
か
う　
　
　

古
山　

静
香

梅
雨
空
に
ア
ヤ
メ
彩
る
古
家
か
な　
　
　
　
　
　
　
　

岩
山　

高
陽

カ
ッ
コ
ウ
の
来
鳴
く
畑
に
草
を
引
く　
　
　
　
　
　
　
　
　

〃

水
無
月
や
童
心
そ
そ
り
か
え
る
鳴
く　
　
　
　
　
　
　

小
野
ミ
ツ
ル

雨
上
が
り
薄
陽
に
映
ゆ
る
ふ
じ
の
花　
　
　
　
　
　
　
　
　

〃

ガ
ラ
ス
拭
き
腕
も
伸
び
る
ほ
ど
に
日
の
長
し　
　
　
　

古
山　

静
香

鉢
植
え
に
水
や
り
省
く
つ
ゆ
の
入
り　
　
　
　
　
　
　
　
　

〃

マ
イ
ホ
ー
ム
生
涯
清
潔
検
査
あ
り　
　
　
　
　
　
　
　

小
林
セ
ツ
子

小
さ
き
村
住
民
投
票
で
名
を
知
ら
れ　
　
　
　
　
　
　

岩
山　

高
陽

待
ち
侘
び
る
夫
子
は
近
く
て
遠
い
国　
　
　
　
　
　
　
　
　

〃

呟
い
た
言
葉
が
あ
ま
り
に
大
き
す
ぎ　
　
　
　
　
　
　

大
崎　

宏
月

　

中
編
で
は
、
家
庭
で
の
し
つ
け
の
問

題
や
家
庭
・
学
校
の
役
割
に
つ
い
て
述

べ
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
家
庭
と
学
校
の
役
割

を
再
認
識
し
、
共
有
し
合
っ
て
子
ど
も

た
ち
の
健
全
育
成
に
向
け
、
鋭
意
努
力

し
、
さ
ら
に
連
携
を
深
め
て
い
く
こ
と

が
必
要
で
す
。

　

子
ど
も
た
ち
は
日
常
生
活
で
、
家

庭
・
学
校
・
地
域
社
会
と
い
う
三
つ
の

生
活
の
場
を
持
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ

れ
の
場
で
い
ろ
い
ろ
な
体
験
や
教
育
的

な
影
響
を
受
け
て
成
長
し
て
い
ま
す
。

決
し
て
学
校
だ
け
で
、
家
庭
だ
け
で

育
っ
て
い
ま
せ
ん
。
子
ど
も
の
生
活
の

場
で
あ
る
家
庭
・
学
校
・
地
域
を
総
合

的
に
と
ら
え
る
観
点
か
ら
、
人
間
形
成

が
考
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
学
校
は
学
校
、
家
庭

は
家
庭
と
い
う
観
点
で
は
な
く
、
そ
れ

ぞ
れ
に
重
点
的
に
志
向
さ
れ
る
も
の
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
視
点
で
考

え
て
み
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

「
連
携
」
を
図
る
と
い
う
こ
と
は
、

家
庭
・
学
校
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
や
機

能
を
明
ら
か
に
し
て
全
人
的
な
人
格
形

成
の
視
点
か
ら
、
相
互
に
「
補
完
」
し

合
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

な
ん
と
な
く
同
じ
こ
と
の
連
絡
を
取

り
合
っ
て
い
く
の
で
は
な
く
、
子
ど
も

の
健
全
な
育
成
の
た
め
に
、
学
校
で
は

十
分
手
が
届
か
な
い
部
分
を
家
庭
や
地

域
が
補
て
ん
す
る
。
逆
に
、
家
庭
で
は

十
分
に
満
た
し
得
な
い
部
分
を
学
校
が

補
完
す
る
と
い
う
こ
と
が
、
相
互
に
開

野
田
村
教
育
長 

高

橋

光

邦 

心身ともにたくましい「野田っ子のために」 

心身ともにたくましい「野田っ子のために」 前向きにたくましく前向きにたくましく
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　「所得が少ない」「失業して収入がなくなった」な
どの理由で国民年金を納めることが難しい場合は保険
料の免除制度があります。
　免除制度には「全額免除」と「半額免除」の２種類があ
り、免除申請者本人、世帯主、配偶者の前年所得など
により審査されます。免除期間は申請した月の前月分
から次年度の６月分までです。平成１５年度に免除が承
認され引き続き免除申請をしたい人、７月分から一年
分の免除を希望する場合は８月末までに申請してくだ
さい。
　失業中で雇用保険（失業保険）を受けている人は審
査のための資料となりますので、「雇用保険受給資格
者証」をご持参ください。

ご注意ください！
　昨年度、半額免除の承認を受けている人は半額分の
保険料を納めないと承認された期間も未納扱いとなり
ます。
　承認を無駄にしないためにも納め忘れがないか、よ
く確認しましょう。

《問い合わせ先》
☆岩手社会保険事務局二戸事務所　�０１９５－２３－４１１１
☆役場住民生活課国保年金係　　　�７８－２９２８

こんなときは
　　　免除の申請を

悪質な訪問販売などに注意
　高齢者の高額な健康器具などの購入契約

で、トラブルが発生しています。トラブル

を防ぐため、次の点にご注意ください。

　１　タダの物はもらわない

　２　「いらない」ときっぱり断る

　３　説明会には行かない

　４　庭先、駐車場などを貸さない

【問い合わせ先】

久慈警察署野田駐在所　�７８－２１６１

か
れ
た
状
態
の
中
で
作
用
さ
れ
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ま
す
。

　

二
者
（
家
庭
・
学
校
）
が
同
じ
重
さ

で
子
ど
も
の
人
間
形
成
に
関
わ
っ
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
い
う
、
根
本
的
な
認

識
が
確
立
さ
れ
な
い
限
り
、
連
携
や
補

完
は
成
立
し
得
な
い
で
し
ょ
う
。

　

た
く
ま
し
い
野
田
っ
子
の
成
長
の
た

め
に
、
前
向
き
プ
ラ
ス
思
考
で
、
相
互

に
心
を
開
き
合
っ
て
進
め
ら
れ
る
こ
と

を
期
待
し
ま
す
。

　

「
し
つ
け
」
に
関
連
し
て
最
後
に
述

べ
ま
す
が
、
子
ど
も
の
心
を
育
て
、
自

立
心
、
自
制
心
を
育
て
、
忍
耐
力
の
あ

る
子
ど
も
の
成
長
に
向
け
て
は
、
悪
い

こ
と
を
し
て
も
叱
れ
な
い
親
で
は
困
り

ま
す
。
い
け
な
い
こ
と
を
し
た
り
、
い

け
な
い
と
思
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
毅

然
と
注
意
す
る
の
が
親
と
し
て
の
努
め

で
あ
る
と
と
も
に
、
大
人
の
子
ど
も
に

対
す
る
責
任
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
な
い

で
ほ
し
い
も
の
で
す
。
そ
の
た
め
に
も
、

親
は
マ
ナ
ー
・
ル
ー
ル
な
ど
を
は
じ
め
、

垂
範
す
べ
き
こ
と
は
垂
範
し
、
親
は
子

の
「
か
が
み
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に

つ
い
て
の
自
覚
と
、
愛
す
る
わ
が
子
の

指
導
に
つ
い
て
は
信
念
と
自
信
を
持
っ

て
行
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

社
会
性
や
自
立
心
が
欠
落
し
て
き
て

い
る
現
状
を
謙
虚
に
受
け
止
め
、
将
来

あ
る
子
ど
も
に
育
て
て
い
た
だ
き
た
い

と
切
に
願
い
ま
す
。

　

五
月
三
日
（
月
）
、
え
ぼ
し
荘
で
坂
本
雄
二
さ
ん
（
門
前

小
路
）
と
美
菜
子
さ
ん
（
夏
井
町
）
が
披
露
宴
を
行
い
ま
し

た
。
高
校
時
代
か
ら
つ
き
あ
い
は
じ
め
、
長
い
時
間
を
か
け

て
お
互
い
の
愛
を
育
み
よ
き
日
を
迎
え
ま
し
た
。
末
長
く
お

幸
せ
に
。　
　
　

国
民
宿
舎 
え
ぼ
し
荘 
�
７
８
‐
２
４
９
５

さわやかカップル�

２人の笑顔がまぶしすぎます２人の笑顔がまぶしすぎます

　時間は９時から１６時。１カ月前から２週間前ま
でに電話などで受け付けします。
【問い合わせ先】岩手県立久慈職業能力開発セン
ター�５３－６２６１

コ　　　ー　　　ス月　　日

ホームページ作成７月１４日・１５日

パソコン活用　　２１日・２２日

職業能力開発コース
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【締め切り】
　平成１６年６月２８日（月）（当日消印有効）
　広報や村に対する質問、身近な話題
などお寄せください。いろんな情報、
ちょっと一言、情報交換も大歓迎 !
〔家族入浴券当選者〕
　正解は１「こいのぼり」でした。当
選した皆さんおめでとうございます！
キノコを大事に育ててくださいね。

　・欠　端　杏　佳さん　（下　泉　沢）

　・広　崎　恭　一くん　（中　　沢）

　・すずき　あやかさん　（中　　平）

【応募方法】
　はがきにクイズの答えと住所・地区
名、氏名、年齢を明記してお送りくだ
さい。正解者の中から抽選で３名に家
族入浴券をプレゼント。応募は一人１
通。当選者発表とイラスト、声の欄の
氏名掲載はなるべく本名とします。

・イラスト

・聞きたいこと

・耳寄りな話

　　　　　　など

　何でもOK!

野
田
村
大
字
野
田

　
　
　
　
　
　

‐　
20

14

広
報
の
だ　
行

住
所（
地
区
）・
氏
名
・
年
齢

０２８－８２０１

広報クイズ 広報クイズ 

　次の問題の正しい答えをはがきに書
いてお送りください。

　消防演習で火災防御訓練が行われ

ました。そこで使われたポンプ車は

どの程度の高さから消火できるでし

ょうか。正しいのは次のうちどれ ?

１．和佐羅比山の頂上くらい

２．建物の５階くらい

３．高級マグロの大トロくらい

　県民で首都圏の大学・短大の主

催する直接講習（スクーリング）

を受ける際に利用できます。利用

日の２週間前までに予約が必要。

【寮費】１泊２食付き４，０００円

【場所】東京都豊島区要町２－５

－５

【問い合わせ先】県学生会館�０３

－３９７２－４７８３

県学生会館の入寮生募集

　この宝くじの収益金は、市町村

の明るく住みよい街づくりに使わ

れます。

【当選金】１等…２億円（４２本）、

前後賞…各５０００万円（８４本）、２等

…１億円（４２本）、ラッキーレ

ジャー賞…１万円（１６８万本）ほか

【販売期間】７月１２日（月）～３０

日（金）

【抽　選　日】８月１０日（火）

サマージャンボ宝くじ発売

【開催日】９月７日（火）

【試験会場】久慈地区合同庁舎

【願書受け付け期間】７月５日

（月）～１６日（金）

【受け付け・問い合わせ先】久慈

保健所�５３－４９８７

調理師・製菓衛生師試験

女性のための巡回相談

　夫や恋人からの暴力、借金によ

る生活の悩みなどの相談を受け付

けます。一人で悩まずご相談を。

【開催日】７月２１日（水）１３：００

～１５：３０

【場所】久慈地区合同庁舎

【予約・問い合わせ先】県福祉総

合相談センター�０１９－６２９－９６１０

【相談内容】眼科（身障手帳の要

否診断）

【日時】７月１日（木）１１：００～１２：００

【場所】久慈市保健センター

【問い合わせ先】役場保健福祉課

�７８－２９２７

※２４日（木）までに申し込みが必

要です

身体障害者の巡回相談

　平成９年６月２９日に

普代村の自宅付近で行

方不明になりました。

どんなささいな情報で

もかまいません提供を

捜しています
金子恵里ちゃん

　国家公務員採用�種試験を行い

ます。申込書は税務署などで。

【試験日】９月５日（日）

【資格者】高校卒業程度で昭和５９

年４月２日から昭和６２年４月１日

生まれの人

【申し込み期限】６月２９日（火）

【問い合わせ先】人事院東北事務

局第二課�０２２－２２１－２０２２、仙台

国税局人事第二課�０２２－２６３－１１１１

国家公務員（税務）の採用試験

お待ちしています。

【年齢】１３歳（当時６歳）

【行方不明時の特徴】青色の長袖

シャツ・オレンジ色の長ズボンを

着用。鼻の下に小さなホクロ、言

葉が不自由、左腕に比

べて右腕が太い

【連絡先】久慈警察署

�５３－０１１０

手を植えちゃった（野田小農業体験）手を植えちゃった（野田小農業体験） はしご車で救出（消防演習）はしご車で救出（消防演習） 大きくあ～んぐり（野田小運動会）大きくあ～んぐり（野田小運動会）

（当時）（当時）

（予想）（予想）



広 報 の だ No.３７４

平成１６（２００４）年６月号
１３

　

花
＝
ハ
マ
ナ
ス
。
鳥
＝
セ
キ
レ
イ
。

木
＝
ク
ロ
マ
ツ
。
こ
れ
は
何
で
す
か
。

ク
イ
ズ
で
は
な
い
が
、
野
田
村
の
三
つ

の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
。
村
民
の
皆
様
ご

存
じ
の
ハ
マ
ナ
ス
は
砂
浜
に
群
生
し
、

今
時
分
か
ら
夏
に
か
け
て
赤
い
花
を
咲

か
せ
、
や
が
て
は
赤
く
な
る
実
を
つ
け

る
幹
に
お
び
た
だ
し
い
刺
を
も
つ
植
物

で
あ
る
。

　

セ
キ
レ
イ
は
、
細
長
い
尾
を
も
ち
、

岩
場
の
植
物
が
生
え
る
所
に
営
巣
す
る

が
、
時
に
は
車
の
サ
イ
ド
ミ
ラ
ー
に
映

る
自
分
の
姿
に
向
っ
て
威
嚇
し
て
い
る

よ
う
な
行
動
が
見
ら
れ
る
鳥
で
あ
る
。

セ
キ
レ
イ
は
正
式
名
称
で
あ
る
が
、
子

ど
も
の
頃
は
チ
ン
チ
ン
カ
ラ
と
呼
ん
だ

よ
う
な
気
が
す
る
。

　

ま
た
、
ク
ロ
マ
ツ
は
、
か
つ
て
前
浜

の
防
潮
林
と
し
て
植
林
さ
れ
、
防
潮
堤

の
完
成
後
は
防
風
林
と
し
て
海
か
ら
陸

へ
の
ヤ
マ
セ
な
ど
を
防
ぐ
番
人
の
木
で

あ
る
。
村
の
花
鳥
木
と
し
て
昭
和
五
十

一
年
に
制
定
さ
れ
て
よ
り
、
役
場
で
使

用
さ
れ
る
封
筒
な
ど
の
表
を
飾
っ
て
き

た
し
、
公
共
下
水
道
の
マ
ン
ホ
ー
ル
の

蓋
に
そ
れ
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
家

に
は
家
紋
が
あ
る
し
、
人
間
に
は
名
前

が
あ
っ
て
人
格
が
確
立
さ
れ
て
い
る
よ

う
に
、
村
に
も
こ
れ
が
あ
る
こ
と
に

よ
っ
て
住
民
が
協
調
し
、
協
力
体
制
が

築
け
る
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
こ
れ
が

誇
り
で
も
あ
る
の
で
あ
る
。

　

関
東
地
方
に
梅
雨
入
り
し
た
六
月
六

日
、
東
京
を
中
心
に
し
た
地
域
で
暮
ら

す
野
田
村
生
ま
れ
の
人
々
が
集
う
「
野

田
は
ま
な
す
会
」
の
総
会
が
開
催
さ
れ

た
。
年
に
一
〜
二
度
し
か
会
う
こ
と
の

な
い
皆
さ
ん
の
話
題
は
、
生
ま
れ
故
郷

の
野
田
の
こ
と
だ
け
だ
と
い
う
。
最
近

の
村
の
動
向
に
つ
い
て
は
特
に
も
関
心

が
強
く
、
変
化
が
あ
っ
た
に
し
て
も
主

体
性
を
保
持
で
き
る
方
向
で
あ
っ
て
欲

し
い
と
切
望
す
る
方
々
多
数
で
あ
っ
た
。

　

自
分
の
生
ま
れ
た
家
が
存
在
し
つ
づ

け
る
こ
と
と
消
滅
し
て
し
ま
っ
た
ぐ
ら

い
の
違
い
を
今
の
問
題
と
し
て
捉
え
て

い
る
皆
さ
ん
の
話
し
に
押
さ
れ
っ
ぱ
な

し
の
宴
で
あ
り
ま
し
た
。

（

戸籍 の 口窓

人のうごき人のうごき〈5月末現在〉月末現在〉 人のうごき〈5月末現在〉 

　　　男　　２,６０３人（＋１）
　　　女　　２,６８４人（－７）
　　　計　　５,２８７人（－６）
　　世帯数　１,６５０戸（±０）
●村内の交通事故　　　人身事故２件
　　　　　　　　　　　物損事故２件
●救急車出動件数　　　　　　　３件
●飲酒運転検挙者数　　　　　　０人
　（平成１５年１０月からの累計２人）

（

５月受け付け分（敬称略）

☆お誕生おめでとう

小谷地 翔 太   （弘樹・瞳）　　下新山
しょう た

北田　 乙 紗   （文幸・志保）　北　区
いっ さ

中野　 颯  太 （和行・真奈美）南　浜
そう た

�いつまでもお幸せに
　　新　山　光　信　　　下　新　山
　　呑　香　久美子　　　種　市　町
　　齊　藤　　　豊　　　久　慈　市
　　辻　鼻　育　美　　　上　泉　沢
　　明　内　俊　一　　　上　明　内
　　滝　浦　夕　子　　　紫　波　町
■ごめい福を祈ります
　大　沢　仙　蔵（９１歳）上　新　山
　馬　場　トミノ（81歳）前田小路

　掲載を遠慮される方は、届け出の
ときに戸籍係に話してください。
　届け出の期間は、出生届が生まれ
た日を含めて１４日以内、死亡届は７
日以内です。

（

　

か
な
り
良
い
天
気

が
続
い
て
い
ま
す
が
、

確
か
梅
雨
に
入
っ
た

は
ず
で
は
？
こ
れ
も

温
暖
化
な
ど
に
よ
る

異
常
気
象
の
一
種
な

の
で
し
ょ
う
か
？
雪

も
少
な
く
雨
も
降
ら

ず
で
は
、
川
も
海
も

干
か
ら
び
な
い
か
と

心
配
で
す
ね
。
天
気

の
日
に
海
が
干
上
が

り
、
野
田
塩
が
取
り

放
題
な
ん
て
日
が
来

な
い
こ
と
を
祈
り
ま

す
。
（
貮
又
）

六
月
十
一
日　　

中
川
正
勝

No. ○１１１

と
げ

ヨモギ餅
○１ 餅米は一晩水につけておきます
○２ たっぷりのお湯に重曹（大さじ１～２杯）を入れ、ヨモギを茹でます（５～７
分）茹で上がったら、水にとりアク抜きをします（手ぬぐいやサラシで作った袋
に入れて揉む）（餅米１�に対し、固く絞ったヨモギ５００g を使う）
○３ 餅米をふかして餅にします
　ヨモギは餅つき機の端から少しずつ入れ全体に混ざるようにします
ゴマ豆腐（約１６人分）
○１ 鍋に１．５�の水を入れ、くず粉１５０ｇを少しずつ加えながらよく溶かしておきます
○２ 練りゴマを加え、ヘラでかき混ぜながら火にかけます
○３ ポツポツと煮立ってきたら、火を弱め（中火～弱火）約３０分練ります
○４ 型に流しいれ冷蔵庫で冷やします

（作り方）　　　　　　　　　

「春の食材を使った料理」「春の食材を使った料理」

野田村食生活改善推進員協議会 第１回自主研究会野田村食生活改善推進員協議会　第１回自主研究会

エネルギー　７９０kcal　　塩分　３．４ｇ

　《栄養価》　

ヨモギ餅
そば
山菜の天ぷら（ヨモギ、ウドの葉）
かき揚げ（２種）
・長ネギ、チリメンジャコ、三つ葉
・チクワ、玉ネギ、ニンジン
酢の物（キュウリ、ラディッシュ）
ゴマ豆腐
果物

（メニュー）　　　　　　　　

　愛犬との散歩のときには引き綱を
つけ、糞は必ず持ち帰りましょう。
　誰もが気持ちよく使うための気配
りを心がけましょう。
　ほらっ！愛犬も見ていますよ。

マナーを守りましょう
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平成１６（２００４）年６月号
１４

役
場　

〒
０
２
８－

８
２
０
１　

岩
手
県
九
戸
郡
野
田
村
大
字
野
田
第
二
十
地
割
十
四
番
地　

電
話
〇
一
九
四（
七
八
）二
一
一
一　

編
集
・
総
務
課　

印
刷
・
�有
 

ヘ
イ
ハ
ン
印
刷

広
報

古紙配合率 100％再生紙を使用しています

植物油、大豆インクを使用しています

No.
２３７

今回は中平の米田和美今回は中平の米田和美さんさん
（２４歳（２４歳））をを紹介します。紹介します。

 優 花   ちゃん（本町）
ゆう な

平成１５年６月１６日生まれ　小野寺大助・忍さん　長女

－お父さん・お母さんから－
健康で明るく元気に育ってね

 海 聖   くん（米田）
かい せい

平成１５年６月５日生まれ　

楢見舘進・晴美さん　長男

－お父さん・お母さんから－

お姉ちゃんのように元気で

丈夫な子に育ってね

打
座
和
音
さ
ん（
北
区
・
７
歳
）

○貮
 

ポ
イ
ン
ト
は
大
き
な
リ
ボ
ン

す
ず
き
あ
や
か
さ
ん（
中
平
・
６
歳
）

○貮
 

元
気
な
イ
ラ
ス
ト
で
す

欠
端
杏
佳
さ
ん（
下
泉
沢
・
８
歳
）

○貮
 

ヘ
ソ
が
セ
ク
シ
ー
�

打
座
美
優
さ
ん（
北
区
・　

歳
）

１０

○貮
 

花
が
リ
ア
ル
で
す

川
平
さ
き
・
ゆ
み
さ
ん（
中
新
山
）

○貮
 

テ
ニ
ス
が
ん
ば
っ
て
ね

広
崎
恭
一
く
ん（
中
沢
・　

歳
）

１２

○貮
 

目
が
充
血
し
て
ま
す
ね

新
山
咲
季
さ
ん（
北
区
・　

歳
）

１４

○貮
 

さ
す
が
の
一
言
で
す

小
野
寺
ヨ
シ
ヱ
さ
ん（
南
浜
）

○貮
 

感
動
的
な
試
合
で
し
た

 花 凛   ちゃん（南浜）
か りん

平成１５年６月２２日生まれ

中戸鎖貴尋・沙織さん　長女

－お父さん・お母さんから－

心の広い優しい子になってね

納
豆
に
は
ケ
チ
ャ
ッ
プ
で
し
ょ
う

―
お
仕
事
は

村
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
に
勤
め

て
い
ま
す
。
図
書
の
貸
し
出
し
や

施
設
の
管
理
を
し
て
い
ま
す
。

―
熱
中
し
て
い
る
も
の
は

日
曜
日
の
朝
の
ビ
デ
オ
鑑
賞
で

す
。
前
日
に
撮
っ
た
「
冬
の
ソ
ナ

タ
」
に
釘
づ
け
で
す
。

―
困
っ
て
い
る
こ
と
は

こ
の
広
報
が
発
行
さ
れ
る
こ
ろ

に
は
二
十
四
歳
に
な
っ
て
し
ま
う

こ
と
で
す
ね
。

―
好
き
な
も
の
は

納
豆
大
好
き
の
納
豆
マ
ニ
ア
で

す
。
薬
味
に
こ
だ
わ
っ
て
い
ま
す
。

お
す
す
め
は
ケ
チ
ャ
ッ
プ
＋
ナ
メ

茸
！
激
ウ
マ
で
す
。

―
自
分
の
性
格
は

ボ
ー
と
し
て
い
ま
す
。
閉
ま
っ

て
い
る
ド
ア
に
激
突
す
る
こ
と
も

し
ば
し
ば

―
欲
し
い
も
の
は

豆
乳
を
簡
単
に
作
る
機
械
が
欲

し
い
で
す
。
三
十
分
で
豆
乳
と
お

か
ら
が
で
き
る
便
利
な
と
こ
ろ
が

魅
力
的
で
す
ね
。

―
理
想
の
男
性
の
タ
イ
プ
は

一
緒
に
い
て
楽
し
い
人
、
落
ち

着
け
る
人
が
い
い
で
す
ね
。
年
上

の
優
し
い
笑
顔
に
惹
か
れ
ま
す
。

冬
ソ
ナ
の
ヨ
ン
様
あ
た
り
で
い
い

か
な
。

―
村
に
つ
い
て

私
み
た
い
に
の
ん
び
り
し
て
い

る
と
こ
ろ
が
大
好
き
で
す
。

―
次
の
方
を
紹
介
し
て
く
だ
さ
い

中
平
の
中
野
晴
子
さ
ん
を
紹
介

し
ま
す
。




